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アメリカ 31/ 51 1036万 165 401万 249 1011万
日本 1/ 23 575万 8 50万 22 33万



























化粧品 装飾品 衣服類 外食 携帯電話 パソコン デジカメ テレビ 乗用車
中国 40.4 59.8 68.9 75.9 37.0 51.4 30.3 53.1 34.1
日本 34.8 22.0 18.4 16.6 24.1 24.1 58.2 42.3 40.3
韓国 24.5 17.9 17.8 15.0 20.2 12.0 17.7 16.8 15.4
欧州 35.9 27.9 32.6 14.7 40.5 22.3 16.8 18.2 36.7





































中国 34.7 17.6 23.5 25.1 49.1 27.3 62.1
日本 32.2 27.5 33.7 34.6 26.2 39.8 20.4
韓国 27.7 22.1 36.5 45.7 29.8 25.5 30.8
フランス 30.6 44.1 27.6 42.6 21.8 28.2 15.0
ドイツ 37.0 42.9 24.4 21.9 22.7 43.0 16.5



















化粧品 装飾品 衣服類 外食 携帯電話 パソコン デジカメ テレビ 乗用車
上海 37.2 28.0 22.6 20.0 27.6 25.6 57.4 44.8 38.1
北京 29.0 19.4 13.8 14.4 20.5 21.4 57.7 37.3 36.9
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本車を襲撃の対象とするものの，ドイツ車のタクシーには何の反応も示さない
くだりは，日本製品を日本の覇権の表れとして批判するものの，他の海外ブラ
ンドへの憧憬には疑問を抱かない矛盾を暴露している。
　中国人が「ブティック，カフェ」など都市的な優雅な想像に包まれて生きて
いる今日，その想像と現実との落差を明らかにするため，小説『兄弟』は執筆
されたと言う33。この意味において，激動の時代を体験してきた1960年代生ま
れの余華は，安䑍宝貝とはむしろ逆の批判的な視点から90年代以降の消費文化
を捉え，行き過ぎた物質至上主義を社会のゆがみとして問題視している。その
ような文脈の中で，同作品では日本は経済的に発展した豊かな国として描かれ
ているものの，決して洗練されたイメージでは語られていない。中古スーツや
「TOTOの便器」のエピソードは，むしろ「経済大国ニッポン」を茶化してい
る。だが，称賛であれ悪口であれ，物語の随所で日本が言及されているのは，
中国の現代化の過程でいかに中国の消費者が「先進国」の手本として，あるい
は追い抜くべき相手として日本を強く意識し続けてきたかを明らかにしてい
る。反日デモの暴徒化の諷刺を通して，中国の現代化における隣国日本との密
接な関わりとまたその煩わしさを正面から描いた『兄弟』は，まさに安䑍宝貝
の小説が描かなかった中国のもう一つの日本に対する複雑な感情を示している
のである。
おわりに
　今日，中国の市場の拡大とグローバル化により，日本ブランド信仰は崩れつ
つあり，さらには政治摩擦に起因する反日デモも日本のイメージに影響を与え
ている。だが，上述の通り，二つのベストセラー，安䑍宝貝の短編小説「告別
薇安」と余華の長編小説『兄弟』では，中国の消費文化の中の日本のイメージ
─────────────────
33　余華「日本語版あとがき」，泉京鹿訳『兄弟』下巻（文芸春秋，2008年）。
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が異なる角度から語られ，中国の人々の中で日本の存在は決して小さくなく，
また単純なものではないことを示していた。遡れば，日清戦争によりアジアの
大国であった中国と近代化を進める日本の国家としての力関係が逆転し，以
後，中国の日本に対する感情は親しみに拒否が加わった複雑な様相を呈するよ
うになる。中国の日本に対する肯定と否定の感情は共存しており，その時々の
事件に応じて順番に浮上すると言える34。
　今後も中国において，良くも悪しくも日本の存在は様々なイメージを通して
語り続けられるだろう。そのような中，中国の同時代小説から消費者調査まで，
複数のチャンネルを通して，中国の中の一つに収斂されることのない流動的な
日本のイメージを追跡することにより，日中の多様な交流の可能性を模索し続
けることこそが大切だと考えられる。
─────────────────
34　鄭大均『日本（イルボン）のイメージ』（中公新書，1998年）で論じられている韓国人の日本に
対するアンヴィバレンツな感情は，中国人にも当てはまるところがあると考えられる。
